
第2445号）昭和34年7月24日
第三種郵便物認可（け ん せ つ）月3回刊1・

10・20日発行（2023年12月1日（8）

技
能
実
習
制
度
は
、
「
技
能
等

の
適
正
な
修
得
、
習
熟
又
は
熟
達

の
た
め
に
整
備
さ
れ
、
か
つ
、
技

能
実
習
生
が
技
能
実
習
に
専
念
で

き
る
よ
う
に
そ
の
保
護
を
図
る
体

制
が
確
立
さ
れ
た
環
境
で
行
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
力
の

需
給
の
調
整
の
手
段
と
し
て
行
わ

れ
て
は
な
ら
な
い
」
（
技
能
実
習

法
第
3
条
）
こ
と
が
基
本
理
念
で

す
。
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、

実
習
実
施
者
（
受
入
企
業
）
は
技

能
実
習
計
画
（
実
習
の
内
容
、
給

与
等
）
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
入
国
後
、
技
能
実
習

生
は
、
日
本
語
、
生
活
習
慣
な
ど

の
講
習
を
受
け
ま
す
。

「
1
号
」（
1
年
間
）、「
2
号
」

（
2
年
間
）、
お
よ
び
「
3
号
」（
2

年
間
）
が
あ
り
、
最
長
5
年
で
す
。

1
号
か
ら
2
号
、
2
号
か
ら
3
号

へ
の
移
行
時
、
技
能
検
定
等
の
試

験
の
合
格
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
期

間
中
は
雇
用
契
約
を
結
び
、
労
働

関
係
法
令
、
労
働
保
険
・
社
会
保

険
関
係
法
令
等
を
遵
守
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

建
設
関
係
の
場
合
、
さ
ら
に
建

設
業
法
の
許
可
取
得
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

登
録（
事
業
者
、
実
習
生
と
も
）、

安
定
的
な
報
酬
の
支
払
い
、
実
習

生
の
人
数
が
常
勤
職
員
の
総
数
を

超
え
な
い
こ
と
が
必
須
で
す
。

国
は
、
深
刻
化
す
る
人
手
不
足

へ
の
対
応
と
し
て
、在
留
資
格「
特

定
技
能
1
号
」
及
び
「
特
定
技
能

2
号
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

「
1
号
」
は
特
定
産
業
分
野
に

属
す
る
相
当
程
度
の
知
識
ま
た
は

経
験
を
必
要
と
す
る
技
能
を
要
す

る
業
務
に
従
事
す
る
外
国
人
で
、

在
留
期
間
は
通
算
で
上
限
5
年
、

技
能
水
準
と
日
本
語
能
力
水
準
は

試
験
等
で
確
認
し
ま
す
（
技
能
実

習
2
号
良
好
修
了
者
は
免
除
）
。

「
2
号
」
は
特
定
産
業
分
野
に

属
す
る
熟
練
し
た
技
能
を
要
す
る

業
務
の
従
事
す
る
外
国
人
で
、
在

留
期
限
の
更
新
に
上
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。要
件
を
満
た
せ
ば
家
族（
配

偶
者
・
子
）
を
帯
同
で
き
ま
す
。

新
規
加
入
は
不
用

法
令
順
守
が
必
須

事
業
所
が
特
定
技
能
外
国
人
を

受
け
入
れ
る
場
合
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
（
建

設
技
能
人
材
機
構
）
が
窓
口
と
な

り
ま
す
（
特
定
技
能
外
国
人
受
入

実
施
法
人
と
し
て
国
土
交
通
省
に

登
録
）。受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
事

業
所
は
、「
建
設
特
定
技
能
受
入
計

画
」を
作
成
、
認
定
申
請
し
ま
す
。

主
な
認
定
基
準
は
、
建
設
業
法
の

許
可
取
得
、Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録（
事
業

所
、技
能
実
習
生
、特
定
技
能
1

号
）、日
本
人
と
同
等
以
上
の
報

酬
、
月
給
制
、
技
能
習
熟
に
応
じ

た
昇
給
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
母

国
語
に
よ
る
書
面
で
の
事
前
説

明
、
受
け
入
れ
後
講
習
受
講
、
巡

回
指
導
に
よ
る
確
認
な
ど
で
す
。

受
け
入
れ
企
業
へ
の
巡
回
訪
問

は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
か
ら
委
託
を
受
け
た

適
正
就
労
監
理
機
関
（
国
際
建
設

技
能
振
興
機
構
〈
Ｆ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
〉
）

が
役
員
、
責
任
者
と
面
会
し
、
認

定
受
入
計
画
ど
お
り
の
就
労
か
等

を
確
認
。
実
習
生
へ
は
母
国
語
で

面
談
し
、
就
労
環
境
、
賃
金
、
悩

み
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

受
け
入
れ
事
業
所
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ

へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。
ル
ー
ト

は
2
つ
あ
り
、
直
接
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
賛

助
会
員
、
も
し
く
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
正
会

員
団
体
の
会
員
で
す
※
。

前
述
し
た
要
件
を
満
た
し
た

後
、
事
業
所
は
「
外
国
人
就
労
監

理
シ
ス
テ
ム
」
（
国
土
交
通
省
）

で
「
建
設
特
定
技
能
受
入
計
画
」

認
定
申
請
を
行
な
い
、
認
定
を
受

け
ま
す
。
さ
ら
に
在
留
資
格
申
請

・
取
得
を
地
方
出
入
国
在
留
管
理

局
に
て
行
な
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
受
け
入
れ
可
能
と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
で
は
受
け
入
れ
企
業
の

事
例
を
紹
介
、
ま
た
、
個
別
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
東
京
土
建
の
組
合
員
は
、
全
建

総
連
が
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
正
会
員
と
し
て

加
入
し
て
い
る
た
め
、
新
た
に
加

入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
技
術
研
修
セ
ン
タ

ー
・
小
嶋
和
俊
記
】
建

設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

は
、
国
土
交
通
省
が
優

秀
な
技
術
・
技
能
を
持

ち
、
今
後
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
青
年

技
能
者
を
顕
彰
し
て
い

る
も
の
で
す
。
こ
の

度
、
大
田
支
部
の
横
山

剛
士
さ
ん
が
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス

タ
ー
を
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

横
山
さ
ん
は
、
「
僕
は
父
が
大

工
を
や
っ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
が

き
っ
か
け
で
大
工
に
な
り
ま
し

た
。
大
工
に
な
っ
て
か
ら
も
2
級

建
築
士
や
1
級
技
能
士
を
と
り
、

大
工
の
大
会
に
も
参
加
し
て
自
己

研
鑽
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
こ
の
よ
う
な
形
で
評
価
さ
れ

た
こ
と
は
う
れ
し
い
で
す
。
今
回

の
受
賞
に
携
わ
っ
た
方
々
の
推
薦

の
お
か
げ
で
得
ら
れ
た
も
の
な
の

で
、
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
受
賞

の
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

11
月
20
日
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
「
外
国
人
雇
用
セ
ミ
ナ
ー
＆
名
刺
交
換
会
」
を
開
催
、
16
支

部
か
ら
21
事
業
所
、
全
体
で
41
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
（
公
財
）
国
際
人
材
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
）
の
デ
ル
メ
文
子
さ
ん
か
ら
「
技
能
実
習
制
度
と
特
定
技
能
制
度
の
概
要
と
留
意
点
に
つ
い

て
」
、
（
一
社
）
建
設
技
能
人
材
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
の
稲
場
靖
恵
さ
ん
か
ら
「
特
定
技
能
外
国
人
制
度

に
つ
い
て
（
建
設
分
野
）
」
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
紙
で
は
現
行
制
度
の
概
要
部
分
の
み
、
一
部

抜
粋
し
て
ま
と
め
て
掲
載
し
ま
す
。
（
見
出
し
文
責
は
編
集
部
）

顕彰された横山剛士さん

【
技
術
研

修
セ
ン
タ
ー

・
小
嶋
和
俊

記
】
11
月
14

日
、
認
定
職
業
訓
練
功
労
者
と
し

て
、
東
京
都
知
事
（
以
下
知
事

賞
）
と
産
業
労
働
局
長
に
よ
る
感

謝
状
（
以
下
局
長
賞
）
の
表
彰
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

局
長
賞
は
、
5
年
以
上
継
続
し

て
認
定
職
業
訓
練
校
に
従
事
し
、

訓
練
内
容
等
の
改
善
及
び
充
実
に

積
極
的
に
努
め
て
い
る
こ
と
。
知

事
賞
は
、
局
長
賞
受
賞
後
さ
ら
に

3
年
以
上
継
続
し
て
従
事
し
、
積

極
的
に
認
定
職
業
訓
練
を
推
進
し

て
い
る
団
体
等
の
役
員
で
、
団
体

の
運
営
に
尽
力
し
、困
難
な
職
責
、

職
務
内
容
等
を
克
服
し
、
業
界
発

展
へ
の
貢
献
な
ど
優
れ
た
業
績
を

あ
げ
た
者
で
あ
る
こ
と
で
す
。
こ

の
基
準
を
満
た
し
た
講
師
及
び
指

導
員
が
、授
賞
対
象
と
な
り
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
は
、
知
事
賞
に

金
田
正
夫
（
カ
レ
ッ
ジ
講
師
、
渋

谷
支
部
）
、
佐
藤
里
志
（
カ
レ
ッ

ジ
講
師
、
渋
谷
支
部
）
、
関
昌
彦

（
カ
レ
ッ
ジ
講
師
）
、
萩
森
総
（
西

多
摩
支
部
）
、
局
長
賞
に
大
河
原

章
吉
（
カ
レ
ッ
ジ
講
師
）
、
大
河

原
伸
介
（
カ
レ
ッ
ジ
講
師
）
、
井

上
淳
治
（
カ
レ
ッ
ジ
講
師
）
、
安

楽
光
明
（
大
田
支
部
）
の
8
人
の

み
な
さ
ん
が
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
土
建
の
技
術
対
策
活
動
を

支
え
て
こ
ら
れ
た
授
賞
者
の
み
な

さ
ん
の
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

授賞された大河原さん（左）
と佐藤さん

★
池
袋
＝
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー

【
作
業
主
任
者
】

木
造
建
築
物
の
組
立
て
1
月
24
日

〜
25
日
（
水
木
）
池
袋
、
1
万
1

5
0
0
円

足
場
1
月
30
日
〜
31
日
（
火
水
）

池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

石
綿
（
石
綿
使
用
の
建
築
物
等
の

解
体
・
リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
）
1
月

17
日
〜
18
日
（
水
木
）
池
袋
、
1

万
1
5
0
0
円

★
申
込
み
期
間
あ
り
、
詳
細
は
ご

所
属
支
部
へ

特
定
化
学
物
質
・
四
ア
ル
キ
ル
鉛

等
1
月
25
日
〜
26
日
（
木
金
）
池

袋
、
1
万
1
5
0
0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
1
月
23

日
〜
24
日
（
火
水
）
池
袋
、
1
万

4
5
0
0
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
1
月
17
日（
水
）

池
袋
、
8
千
円

ロ
ー
プ
高
所
作
業
12
月
19
日（
火
）

池
袋
、
8
千
円

石
綿
2
月
6
日
（
火
）
池
袋
、
4

5
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
2
月
7
日
（
水
）

池
袋
、
8
千
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
2
月
8
日（
木
）

池
袋
、
8
千
円
、
丸
の
こ
の
み
5

千
円
、熱
中
症
の
み
3
5
0
0
円
、

自
由
研
削
砥
石
と
2
日
間
セ
ッ
ト

割
引
1
万
4
5
0
0
円
、
石
綿
も

含
む
3
日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
7

5
0
0
円

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
エ
キ
ス
パ
ー
ト

（
増
改
築
相
談
員
）2
月
20
日（
火
）

池
袋
、
更
新
（
3
月
更
新
ま
た
は

23
年
3
月
未
更
新
の
方
）
午
後
の

み
、
2
万
円

新
規
（
経
験
5
年

以
上
）
丸
一
日
、
3
万
円

【
溶
接
】

ガ
ス
溶
接
1
月
26
日
〜
27
日
（
金

土
）
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー
（
立
川
市
）、
1
万
6
5
0
0
円

ア
ー
ク
溶
接
1
月
25
日
〜
27
日

（
木
金
土
）
城
東
職
業
能
力
開
発

セ
ン
タ
ー
（
足
立
区
綾
瀬
）
、
1

万
9
5
0
0
円

【
建
設
機
械
】

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
2
月
1
日

〜
3
日
（
木
金
土
）
池
袋
（
実
技

は
西
多
摩
）
、
3
万
3
千
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
①
12
月
22
日

（
金
）
池
袋
、
②
1
月
10
日
（
水
）

池
袋
、
③
1
月
31
日（
水
）池
袋
、

④
2
月
9
日
（
金
）
東
神
奈
川
、

1
万
円

【
そ
の
他
】

石
綿
含
有
建
材
調
査
者
2
月
6
日

〜
7
日
（
火
水
）
け
ん
せ
つ
プ
ラ

ザ
東
京
、
4
万
8
千
円

★
申
込
み
期
間
あ
り
、
詳
細
は
ご

所
属
支
部
へ

【
墨
田
・
書
記
・
小
池
青
磁
記
】

9
月
24
日
、
墨
田
支
部
会
館
に
お

い
て
、
「
足
場
能
力
向
上
教
育
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ご

存
じ
の
よ
う
に
、
10
月
か
ら
の
足

場
使
用
前
点
検
義
務
化
に
対
応
す

る
た
め
に
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
の
講
習

は
、
秋
の
拡
大

月
間
前
に
新
規

組
合
員
・
未
加

入
者
向
け
に
発

送
し
た
ジ
ャ
ン

ボ
ハ
ガ
キ
に
大

き
く
開
催
告
知

を
載
せ
、
制
度

周
知
と
資
格
取
得
、
そ
し
て
現
場

で
の
事
前
点
検
の
重
要
性
を
訴
え

ま
し
た
。
当
日
は
と
び
・
足
場
・

外
壁
改
修
に
従
事
す
る
35
人
の
組

合
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

普
段
で
あ
れ
ば
休
日
と
な
る
日

曜
日
に
、
講
師
か
ら
の
最
新
の
足

場
作
業
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
や
法

規
を
真
剣
に
聞
き
取
り
、
明
日
か

ら
の
現
場
に
活
か
そ
う
と
す
る
受

講
姿
勢
に
対
し
、
頭
が
下
が
る
思

い
で
し
た
。

当
日
は
、
藤
川
委
員
長
も
参
加

し
講
習
修
了
後
、
参
加
し
た
組
合

員
に
対
し
秋
の
拡
大
成
功
に
向
け

て
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

今
後
も
墨
田
支
部
は
組
合
員
の
要

求
に
応
え
る
べ
く
、
技
術
対
策
活

動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

訴える藤川善清委員長

「
足
場
教
育
」真
剣
に

現
場
の
人
手
不
足
対
応

墨田

１０
月
か
ら
の
義
務
化
に
対
応

特
定
技
能
外
国
人
受
け
入
れ

「
評
価
さ
れ
嬉
し
い
」

８人に感謝状授与
都知事・産労局長より

Jr.
マ
ス
タ
ー
に
横
山
剛
士
さ
ん


